













Suicide among young people and its prevention 
















この事件は、10～20 代の男女（女性 8 名）計 9 名が比較的短期の間に連続的に殺害さ
れた事件である。この事件が注目をあびたのは、被害者が非常に多かったことに加え、被
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 上述の「夜回り 2.0」という活動は、2013 年より NPO 法人 OVA（オーヴァ）が行っ
ている、ウェブ検索連動型広告を用いた自殺予防のためのオンライン・ゲートキーパー活















り」を回復することの重要性については、太刀川 5) を参照されたい。 




を分析すると、相談者の約 8 割が相談時に自殺念慮を有している。また、約 4 割は自殺の
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っており、（未成年という例外を除けば）最も低い 20 代の自殺死亡率も最も高い 50 代の
自殺死亡率もほとんど差がなくなってきているということである。 
例えば、平成元年（1989 年）の時点では、20 代と 50 代の自殺死亡率は、50 代の方が
2 倍程度も高い。自殺率が急上昇をした平成 10 年（1998 年）では 2 倍以上に開いてい
る。これが、直近のデータである平成 27 年（2015 年）では 1.5 倍にも満たないレベルに
縮まっている。近年では、自殺者数は減少の一途をたどり、自殺死亡率も右肩下がりにな
っている。しかし、減少の程度は年齢階級によって異なっている。50 代の自殺死亡率
は、97 年以前のレベルに（つまり、98 年ショック以前のレベルに）戻っているが、20 代
の自殺死亡率はその水準に戻っていない。むしろ、98 年のレベルにようやく戻ってきた
段階である。 
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ない 20 代と、子育ても終わったであろう 60 代の自殺死亡率がさして変わらない社会の未
来とはどのようなものであろうか。  
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図１ 年齢階級別の自殺死亡率の推移 17)  
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